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事例 紹介PI事例の紹介

1.国の社会資本整備におけるPIの取組の経緯
国 社会資本整備 主な 事例2. 国の社会資本整備の主なPI事例

3. 横浜環状北西線におけるPIの取組
４．PI実施計画の事例



1.国の社会資本整備におけるPIの取組の経緯

• 平成８年 道路審議会基本政策部会

道づくりにおいて、国民参加型の進め方の期待が高
いことが明確化

• 平成９年 道路審議会建議

パブリック･インボルブメント（PI）方式の採用を提言パブリック インボルブメント（PI）方式の採用を提言

• 平成14年

「市民参画型道路計画プロセスのガイドライン「市民参画型道路計画プロセスのガイドライン」
を策定(平成17年改訂)

平成 年• 平成20年

「公共事業の構想段階における計画策定プロセスの
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ガイドライン」を策定



1.国の社会資本整備におけるPIの取組の経緯

道路網計画道路網計画

計画検討の発議とプロセス

プ 道路計画 必要性 確認

ＰＩ• 段階的プロセス

– ステップ毎に確定

ステップ１
計画検討の発議とプロセス

の明確化

（ステップ２ 道路計画の必要性の確認
ステップ毎に確定

• 進め方や目的（必要性）を先ず
共有

目的指向

市
民
参
画

ステップ３
評価項目

の設定
ステップ３

比較案

の設定

– 目的指向

• 代替案を比較（ゼロ案含）

• 各ステップの内容は 市民参加

画
）

ステップ４
比較案の比較評価

[構想段階評価]

• 各ステップの内容は、市民参加
（PI）を通じて共有

概略計画案の選定ステップ５
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概略計画の決定

出典：市民参画型道路計画プロセスガイドライン



2. 国の社会資本整備の主なPI事例

有識者委員会がPIの進め方等について助言して進められた主なPI事例

横浜環状北西線
東名高速道路（横浜青葉インターチェンジ）と第三京浜道路（港北イン
ターチェンジ）を結ぶ延長約7．1ｋｍの自動車専用道路について構想段
階におけるPIを実施。（H15～17）

東京外かく環状道路
（関越道～東名高速間）

都心から約15ｋｍの圏域を環状に連絡する延長約85ｋｍの道路（東京
外かく環状道路）の関越道から東名高速までの約16ｋｍについてPIを実
施。（H13～）施。（ ）

国道１号 清水立体
東西交通を担う重要な幹線道路である国道1号静清バイパス「地域高規
格道路 静岡東西道路」のうち、特に渋滞が激しく、唯一平面区間として
残されることになる静岡市清水区の区間における抜本的な改善策の検
討に関し PIを実施 (16 H19)討に関してPIを実施。(16～H19)

福岡空港PI
「需給が逼迫する等の事態が予想される福岡空港について（中略）中長
期的な観点からの新空港、滑走路増設等を含めた抜本的な空港能力
向上方策等について、幅広い合意形成を図りつつ、国と地域が連携し、福岡空港
総合的な調査を進める必要がある」とされた国の審議会の答申を受け
てPIを実施。（H15～）

那覇空港PI
「那覇空港は、将来的に需給が逼迫することが予想されることから、幅
広い合意形成を図りつつ 国と地域が連携して 『総合的な調査』を進め
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那覇空港PI 広い合意形成を図りつつ、国と地域が連携して、『総合的な調査』を進め
る必要がある」とされた国の答申を受けて、PIを実施。（H17～）



3.横浜環状北西線におけるPIの取組

・横浜環状北西線の概要

– 横浜環状道路の一部区間

横浜環 線 概要

– 東名高速と第三京浜を結
ぶ道路

– 新規計画路線

– 横浜環状道路は北西線に
横浜環状北線

（事業中）横浜環状道路は北西線に
隣接する北線において、素
案説明から事業着手まで案説明 ら事業着手ま
に約15年を要したことなど
から、
北西線では計画づくりの初
期段階である構想段階か
ら を導
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らＰＩを導入



・計画プロセスの基本構造
3.横浜環状北西線におけるPIの取組

【
プ
ロ

ＰＩの進め方等について助言
ロ
セ
ス
の
運
営

ステップ１ ステップ2

ステップ3a
評価項目

ステップ4 ステップ5 概
略ステップ4

【
計
画

営
】

ステップ１
計画検討
の発議と
プロセス

ステップ2
目的の
設定
確認

の設定

ステップ3b

ステップ4
比較案の
比較評価

ステップ5
概略計画
案の選定

略
計
画
の

ステップ4
比較案の
比較評価

画
検
討
プ
ロ

プ セ
の明確化

確認
比較案
の選定

選
定

ロ
セ
ス
】

【
Ｐ
Ｉ
】
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市民とのコミュニケーション



1 2
3a

4 5
3b・具体的な計画プロセス

3.横浜環状北西線におけるPIの取組

具体

6



1 2
3a

4 5
3b・代替案・比較の視点

3.横浜環状北西線におけるPIの取組

代替案 較 視点

【代替案】

国等の計画主体が、
市民の意見を踏ま市民の意見を踏ま
えて７案の代替案
を設定を設定
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1 2
3a

4 5
3b・概略計画案

3.横浜環状北西線におけるPIの取組
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1 2
3a

4 5
3b・市民参画の場や機会

3.横浜環状北西線におけるPIの取組

民 機

オープンハウス周辺自治会・町内会との会合地域住民からご意見を聴く会

パンフレット 広報紙「であい道」パンフレット 広報紙「であい道」
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1 2
3a

4 5
3b・有識者委員会

3.横浜環状北西線におけるPIの取組

概略計画を立案にあたり、手続きの透明性、客観性、公正さを確
保するため 「（仮称）横浜環状北 線 有識者委員会を設置

■有識者委員会の所掌事項

保するため、「（仮称）横浜環状北西線」有識者委員会を設置

（1）市民等の意見の把握、整理、分析に関する助言
（2）ＰＩ手法や進め方についての助言、評価
（3）概略計画策定の手続きにおいて配慮すべき事項に関する助言
（4）その他必要な事項
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４. PI実施計画の事例
・福岡空港ＰＩの事例
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